
  

     

鹿角における農業形態 

生物資源科学部 アグリビジネス学科 

2年  畠山 英子 

指導教員 生物資源科学部 アグリビジネス学科 

教授  岡田 直樹 

１．研究の背景・目的 

 本研究の当初の目的は、鹿角市の農業の構造や農家間の連携について学び、そこから持続的な

農業の姿を考えることであった。しかし、アプローチの方法を考える中で、農業のあり方の前提

として、今日、農家の人は農業をどのように意識しているのか、知りたいと思うようになった。

高学歴化が進み子弟の多くが実家を離れて大学に進む、農家戸数の減少のもとで農家に嫁ぐ女性

の多くは非農家出身になる。このもとで、従来と異なる意識がうまれ、農業のスタイルも変化す

るのではないか。こうしたことから、本調査では、年代ごとの農家の意識－特に女性に注目し－

を知ること、それがどのような営農スタイルの選択につながるのか考察することを目的とした。 

２．研究方法 

  調査方法：訪問による聞き取り調査。調査者は自分1名。1回の調査は1時間程度。 

  調査対象：鹿角市内の農家17戸。経営主が既婚で、経営主が30～60代の農家(各年代3～6戸)。

農家の選定は、鹿角市役所に依頼した。 

  調査項目：①家族状況（子供の有無、妻は農家・非農家出身か、結婚に至る経緯等） 

②農業経営の形態（経営規模、作付作物） 

③農業に対する考え方（結婚前の農業のイメージ、農業の大変なところや困って

いる点、農業の楽しいところ、農業を選択した理由） 

④家庭内の意思決定状況他（誰が意思決定権を持つか等） 

３．分析結果 

１）家族状況 

 家族状況について、Q1．夫婦それぞれの実家は農家か、Q2．結婚の経緯や出会いの場所はどこ

か、整理した。ここでは、次の傾向がみられた（表１）。 

 ・男性は、新規参入の40代1名をのぞけば、実家は農家である。すなわち、農作業体験があり、

多くは実家の農業経営を継承している。 

  ・女性は、50～60代で農家出身者の割合が高く、30～40代は過半数が非農家出身者である。 

  ・結婚の経緯では、50～60代は、出会いの場が、友達・知人の紹介、同級生等、身近が多い

傾向にあった。一方、30～40代は、大学など、出会いの場が遠隔化する傾向がみられた。 

以上のことは、次を意味するとみられた。 

 ①農業経営は依然として男性子弟により継承されている。この点、女性より、職業選択の自

由度は低いかもしれない。男性は、農作業経験を持ち、農業は比較的身近にあった。 

 ②50代以上の女性は、実家が農家で、かつ近隣出身者が多い。すなわち、農業・農村がどの

ようなものか、結婚前から知る傾向にある。一方、30～40代では、農家出身者の割合は下

がり、また、出会いの場が遠隔となる場合もあった。すなわち、この年代の女性は、農業

や、場合によって鹿角市の農村の状況を十分知らないで結婚した人もいるとみられた。 

２）選択されている農業経営の形態 

 次に、どのような農業経営形態がとられているか、Q3．専・兼業の別、Q4．夫の農業従事、Q5．

妻の農業従事、Q6．経営規模、Q7．主要作物を整理した。ここでは、次がみられた（表２）。 



表１ 家族状況 

 

 

  ・60代では、夫婦ともに就農する専業経営が多い。一方、30代～50代では、夫婦の一方  

が農業以外に従事する兼業が多く見られた。特に30代では、男性が農業以外で就労し、妻

が農業を行うスタイルがみられた。 

  ・女性の就農の選択を見ると、60代は嫁ぎ先だから就農したとの回答が見られた。一方、50

代以下では、自分の志向で就農する傾向にあった。 

  ・経営規模については、年代による違いは、必ずしも明瞭ではなかった。 

  ・生産作目については、50～60代では、米のウエイトが比較的高いように見えるのに対し、

30～40代は果樹が多く、米は中心とならない傾向にあった。 

 以上のことは、次を意味するとみられた。 

  ①60代以上では、「農家に嫁いだ女性は農業に従事する」という役割規範に従った行動がう

かがえた。これに対し、より若い世代は、自分の志向に依存した就農選択が行われていた。

こうした動きは、女性だけでなく、30代では男性の行動にもうかがえた。すなわち、役割

規範は後退し、職業選択の自由度は増しているといえる。 

  ②この結果、60代では、専業経営が多いのに対し、それ以下の世代では、ワンマン（正しく 

 

表２ 選択された農業経営の形態 

 

農家番号
回
答
者

Q1.実家は農家か
（夫/妻）

Q2,結婚の経緯・場所 農家番号
回
答
者

Q1.実家は農家か
（夫/妻）

Q2,結婚の経緯・場所

30ー① 男 〇/？ 会社 50ー① 男 ○/〇 サラリーマン時代

30ー② 女 〇/〇 大学時のアルバイト先 50ー② 男 〇/○
市役所の向かいで働いてい
た

30ー③ 女 〇/× 東京で 50－③ 男 〇/〇 友達の紹介

40ー① 男 〇/×
合コンで同じ職場だと気づ
き

50－④ 男
○/○

（妻の実家は離農）
知人の紹介

40―② 男
×/？

（夫は新規参入）
妻が果樹をしたくて移住
し、研修先が同じだった

60－① 男 〇/？ （不明）

40－③ 男 〇/× サークル的な集まり 60－② 女
○/○

（妻の実家は新規参入）
農業と関係ないところ

40－④ 男 〇/× 大学 60－③ 男 ○/○ 高校の同級生

40－⑤ 男 〇/〇 農業近代ゼミナール 60－④ 男 〇/× （不明）

40ー⑥ 女
〇/○

（農業・農機具販売兼業）

30代

40代

50代

60代

農家番号
回
答
者

Q3.専
業・兼業
の別

Q4.夫の
農業従事

Q5.妻の
農業従事

Q6,経営規模 Q7,主要作目 農家番号
回
答
者

Q3.専
業・兼業
の別

Q4.夫の
農業従事

Q5.妻の
農業従事

Q6,経営規模 Q7,主要作目

30ー① 男 兼業 ○
×
他職

水稲45ha、リンゴ2.5ha、
桃1ha

果樹（りんご、桃）、米少
し

50ー① 男 兼業 ○
×
他職

水稲22ha、枝豆7ha
米、枝豆、セリ、ホウレン
ソウ、ブドウ、カボチャ、
トウモロコシ

30ー② 女 兼業
×
他職

○
実家を継
承

1ha りんご 50ー② 男 兼業 ○
×
他職

ハウス13棟程
米、果樹（親がメイン）→
野菜に転換

30ー③ 女 兼業
×
他職

○
自ら志向

リンゴ15ha、ブルーベリー
450本、ラズベリー410本

りんご、栗を農園で、ブ
ルーベリーラズベリーを個
人で

50－③ 男 兼業 ○
×
他職

15ha 米

40ー① 男 兼業 ○
×
他職

ハウス２a、路地5a、ミニハ
ウス2.8a

きゅうり、ホウレンソウ 50－④ 男 専業 ○
○

自ら志向
イチゴ（夏400坪、冬300
坪）、田18丁歩

いちご、米

40―② 男 兼業 ○ ×
畑2ha（リンゴ
0.7ha,0.6ha）

リンゴ、もも 60－① 男 専業 ○
○

嫁ぎ先
50～60ha 米、そば、りんご

40－③ 男 兼業 ○
○

自ら志向
ハウス（1棟に1作物のイ
メージ）

イチゴ、ユリ、米、きの
こ、ホウレンソウ、ブドウ
（イチゴときのこは専用ハ

60－② 女 兼業
×
他職

○
嫁ぎ先

田・畑計2ha（リンゴ
0.4ha、桃0.2ha）

リンゴ、米、そば

40－④ 男 兼業 ○
×
他職

牛（繁殖30、肥育45）水稲
2.6ha、たばこ1.1ha

畜産、たばこ 60－③ 男 専業 ○
○

嫁ぎ先
2ha 桃、リンゴ

40－⑤ 男 兼業 ○ ○ 6ha 米、トマト、アスパラ 60－④ 男 専業 ○
○

定年後就
農

ユリ6～7万本　トルコ2500
本　他2～3万本

ユリ

40ー⑥ 女 兼業 ○
○

自ら志向
ハウス3棟（1棟が大玉トマ
ト、2棟ミニ）

トマト、冬に葉物少し

30代

40代

50代

60代



は、ワンマン＋支援体制）による営農スタイルが増える傾向がうかがえる 

③作目の選択においては、50～60代以上では既存作物である米が選択されるが、30～40代で

は米にこだわらず、多品目を選択する傾向が見られる。 

３）農業に対する考え方 

 次に、農業に対する考え方として、Q8．農業のイメージ、Q9．農業をする理由、Q10．農業の大

変なところ・いやなところ、Q11．農業の楽しいところ、Q12．農業を職業として勧めたいかを整

理した。ここでは、次の傾向がみられた（表３）。 

  ・農業のイメージとして、30代で「楽しそう」がみられ、40代以上では「つらそう」「特に 

なんとも思っていない」が多い。 

  ・農業をする理由として、30代では「農業自体をやりたい」とする意見があり、40代以上で  

は「家を継ぐ」との返答が見られた。 

  ・農業の大変なところ・いやなところとして、農繁期があることや、収入の不安定性等が指

摘されたが、年代による違いは明瞭ではなかった。 

  ・農業の楽しいところとして、全世代で、人に縛られず自分でできること、育てる喜びがあ

ることが指摘された。また、30～40代では、お客に喜んでもらえることが指摘された。 

・年代を問わず、多くの人が農業を人に勧めたいとする。しかし50～60代の一部では、農業

への就労を勧めないとする人もいた。 

以上のことは、次を意味するとみられた。 

  ①農業を自ら選択する傾向のある30代では、「たのしそう」とする農業感がみられ、今後、

はこうした傾向が強まる可能性がある。 

  ②「たのしそう」とする背景として、自分が行うという主体的関与や、育てる喜びという生

物生産の側面がうかがえる。同時に、若手世代は、「お客を喜ばせたい」という回答もみ

られ、営農の目的が自らの収入確保をはじめとした利己的なものだけでなく、利他的側面

も意識される傾向もみられる。 

  ③営農者の多くは、世代を問わず「農業を職業として勧めたい」との意識があり、離農の多

発と相反するような意識形成が見られる。 

 

表３ 農業に対する考え方 

 

  

４）家庭内の意思決定・その他 

 最後に、家庭内での意思決定の在り方、その他について、Q13．家庭内の意思決定、Q14．サラ

リーマンと農家の違い、及び自由意見を整理した（表４）。 

農家番号
回
答
者

Q8,農業に対するイメージ
Q9,なぜ農業をやっているの
か（やっていないのか）

Q10,農業の大変なところ、
嫌なところ

Q11,農業の楽しいところ
Q12,農業を職業と
して薦めたいか

農家番号
回
答
者

Q8,農業に対するイメージ
Q9,なぜ農業をやっているの
か（やっていないのか）

Q10,農業の大変なところ、
嫌なところ

Q11,農業の楽しいところ
Q12,農業を職業と
して薦めたいか

30ー① 男
楽しそう。農業の厳しさは
知っていた

農業をやりたいと思ってい
た。

年収、売上の維持（楽しさ
が勝っていてあまりない）

自己責任で何でもできる 〇 50ー① 男
小さい時から手伝いなどし
ていて特に考えたことはな
かった

家を継ぐ。
作業時期がかぶると大変。
人手が不足。固定資産の維
持がたいへん。

土いじりが楽しい。あれも
これもやりたくなる

30ー② 女
観光農園が栄えていて盛り
上がっていそう。楽しそう

観光農園を存続させたい。
見た目に重きが置かれすぎ
ているところ。最初は農薬
散布が嫌だった

マイペースにできる、剪定
がすき。動物はしゃべらな
いし

〇
（やり方次第）

50ー② 男
家が農家だったから抵抗が
ない。やってみたら楽しい

実家が農家だから 特になし。
やり方を考えられる。やり
ようでどうにでもなる。子
供達が食べてくれる

〇
（本気なら）

30ー③ 女 イメージは時になかった
手伝っていた農園のリンゴ
を親戚に送ったらおいしい
と言われたから

賃金が安い、力仕事
お客さんに喜んでもらえ
る。おいしくできた時は楽
しい

〇 50－③ 男 （不明）
会社員だったが、自分で
やってみたくて農家に転身
した

格別嫌なことはない。仕事
が一時期に集中する

楽しい。お金になる。自分
で計画を立てられる

〇

40ー① 男
強制的に手伝わされて、無
理やりJAに入れられた。

楽しそうに働いている人を
見て。補助金もあった（営
農は親とは完全に分離）

バラエティに乏しい。農家
を馬鹿にする人・風習があ
り、ポジティブな人が少な
い。交流機会が少ない

自分で考えて行動できる。
人に縛られない、生き物へ
の愛情がわく。作物はうそ
をつかない

〇 50－④ 男

きつい。継がないと思って
いた、子供が大きくなるに
つれて農家になろうという
気持ちが大きくなった

決まった給料ではつまらな
い、可能性があ大。子供の
送迎に時間が採れる

冬に収入がないため夏に稼
がないといけない。厚生年
金がかけられない（農業者
年金）。作業が集中する

収穫。子供と常に一緒にい
られる。自分のペースでで
きる。上下関係や時間に縛
りがない

△（やめた方がい
いかも）

40―② 男
どういう感じかわからな
かった。ったよりも時間が
ない

結婚して子供も生まれて手
に職をつけなくてはいけな
いと思った（資格もない、
自己完結できる仕事）

作業が大変。JAや出荷先と
の付き合い、電話、メール
が大変。夜は遅く、朝は早
い

品質、所得など数字で頑
張った分が現れ、差がつく

〇 60－① 男
（以前は、冬は出稼ぎに
行っていたが、今はスキー
を楽しめる）

規模をもてばご飯は食べら
れる、サラリーマンは面白
くない

人材育成（機械を使える人
の育成など）ができていな
い

やればやるほど収入につな
がる

〇

40－③ 男
辛そう。スローライフ、気
楽そう。人との関りが増え
た

家を継ぐ
作業に出ないといけないと
きがある。朝早い。

お客さんの反応 〇 60－② 女 大変そう。 嫁ぎ先が農家だったから 嫁姑問題。忙しい
自分で作ったものが実って
お金がもらえる。作物を通
して多くの人に出会える

〇（やり方次第）

40－④ 男 特になし 家を継ぐ
費用がかかる。どうして
も、やらなければならない
ときがある。

やればやっただけ成績に現
れる。時間を作りやすい

〇（やる気があれ
ば手伝う）

60－③ 男
手伝いはしていたのでそん
なに変わらない、外で働け
る。

選挙で落ちて、職がなかっ
たから

ネズミ、熊、雨、雷、雹な
ど

収穫が楽しい。作業が楽し
い。

〇

40－⑤ 男 特になし 家でやっていたから
最初は面白くなかった。収
入が低い。

いい先輩と出会って楽しく
なった

〇
（やり方次第）

60－④ 男 好きなことだけできる。
子供が多くなったのがきっ
かけ

天候、気象条件、農薬 花ができた時、うれしい。
×（サラリーマン
を進めたい）

40ー⑥ 女
遊びに行く感じで手伝って
いるという感覚はなかった

農家の手伝いが楽しかっ
た。おいしいと思った

虫、暑さ、薬の調整がい
や。

お客さんに喜んでもらえ
る。選んでもらえる。次植
えるものを考えるとき

30代

40代

50代

60代



  ・家庭内での意思決定は、夫婦共同、もしくは分担、がほとんどであった。ただし、50～60

代では、夫が農業・妻が子育てとするケースがみられた。親世代が主導権をもつとしたの

は60代の一事例であった。 

  ・サラリーマンとの違いとして、自営業としての自由度や自発性を好感触でとらえる指摘が

年代を問わず多かった。 

  ・その他の意見として、特に30～40代で、（ワンマンのため）コンパクトなスタイルにして

売り上げを上げる、一つの職業に絞る必要はない、女性が働きやすいと成功しやすい、や

りたいことがどんどん増える等、前向きの意見がみられた。 

 以上のことは、次を意味するとみられた。 

  ①営農の意思決定には、親世代は介入しておらず、特に若手世代では夫婦にまかされている。

ここでは、夫は農業、妻は子育てという役割分業意識もみられない。 

②若手世代では、家の役割規範から解放され、高い活動の自由度を享受している。これが、

農業の喜びにつながっている。 

 

表４．家庭内での意思決定の在り方、その他 

 
 

４．考察：農業者の意識と営農スタイル 

 今回の調査・分析から、農業者の、農業に対する意識は転換が進んでいることがうかがえる。

従来の農業は、地域や家族のもとでの役割規範により営まれてきた。しかし、今回の調査では、

50～60代では、「農家の嫁は労働力」といった役割規範がみられるが、30～40代では、「個々人

の志向の下で選ばれた農業」という傾向が強まる。このことは、世代間での経験や成長による差

というよりも、時代環境による変化として捉えられよう。農業の担い手の形成は、役割規範を離

れて個人の選択によるものとなる。同様に、継承を前提とする営農意識もさらに弱まるとみられ

る。 

 こうした意識の変化に伴い、農業のスタイルも転換がすすむ。農業は自己実現の場であり、営

農形態として「ワンマン＋支援体制」が増えるだろう。夫婦で別の職に就くことは、農業からの

期待所得を低下させ、農業継続の経済的ハードルの引き下げにつながる。経営継承を前提としな

いことで、単世代・ワンマン型のコンパクトな農場が志向されるように思われる。こうした動き

をリードするのは、若手農業者、特に女性農業者であり、彼らの設計する農村の在り方を探求す

ることが、今後重要となるとみられる。 
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Q13,家庭内での意思決
定

Q14,サラリーマンと農家の違い 自由意見 農家番号
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答
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Q13,家庭内での話し合
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Q14,サラリーマンと農家の違い 自由意見

30ー① 男 相談しながら
農業は自由。ストレスがない。家族でそ
ろってごはんが食べられる

複合化し夏場の収入を得たい。コンパク
トにしつつ売り上げを維持したい。リン
ゴの販路を関東圏より先に広げたい。地
域差・品質の差で差別化をしたい。

50ー① 男 各自 収入のタイミングが違う
親も兼業だったため初めは兼業をしてい
たが法人化して専業になった。

30ー② 女

忙しいときはできる
方。各自。今は共働き
が多いからどちらから
かでは無理

収入のタイミングが違う。
1つに職業を絞る必要はないと思ってい
る

50ー② 男
相談はするが妻は子育
て中心。農業は夫が決
定。

農業は自分次第で自由にできる。子弟の
送迎が容易

暮らせるくらいの収入を得るのが難し
い。都会から来ても収入が少なく暮らせ
ない人も多い。やりたいと思っている人
でないと続かない。サポートが必要。

30ー③ 女
ほぼ自分、最終的な決
定は夫。加工のことは
自分

給料が毎月入るか。休みの取り方。労働
時間が決まっていない

一世代前から、リンゴジュースなどの加
工がおこなわれている。

50－③ 男
妻に聞きながら判断。
役割分担している。

サラリーマンはやりたいことがすぐでき
ない。農家はすぐできるし他人に縛られ
ない

息子も今年から手伝い。効率を上げるた
め水稲は直播と移植を併用している。以
前は、冬にはアルバイトをしていた

40ー① 男
妻がいないと成立しな
い（機嫌を損ねないよ
うにする）

全部自分か、好きなことだから時間関係
なくても大丈夫、サラリーマンは我慢強
くなったり常識を身に着ける上ではよ
かった

女性が働きやすい環境だと成功しやす
い。管理作業を手伝ってもらうため地域
の人と仲良くなることが必要。若い人の
意見を取り込むことが必要。楽しそうな
姿を見せることが重要

50－④ 男
お互いを理解している
ので、お互いで。

自分たちのペースでできる。ただし、自
分で動かないといけない。ボーナスがな
い。天気に勝てない

好きな気持ちがないと続けられない。苦
労は絶えない。妻の力が大きい。

40―② 男

相談しながら。栽培の
ことは基本自分。作業
上のことは両親とも相
談。

経営者かどうか。農業では自覚と責任が
必要。

HPでも販売をするようになった。妻は
子育てや姑との関係が大変だった

60－① 男 一緒に考える。

やり方によってはいい生活ができる、自
分でやるか頼まれてやるか、時間が自
由、迎えに行きやすい、冬に遊んでいら
れる

息子が手伝ってくれている。パソコンも
使えるようにならなければいけない。農
産物は、総合商社に販売している

40－③ 男 夫妻半々
サラリーマンは給料が上がらない。農業
は自由度が高い。今では、売り上げに対
する保険がある

子供がいるとやる気がでる。子供のころ
は農業をしようとは考えていなかったが
社会人になった1年間で考え始めた

60－② 女 姑、舅が主導権。 農業は、自分次第でどうにでもできる

40－④ 男 自然と分かれている
サラリーマンは土日がある。農業では冬
場に少し時間ができる

60－③ 男 夫妻半々。
農業は、頑張れば頑張るほど成果が得ら
れる。自主的に取り組み、労働時間が決
まっていない

新規就農は増えているが法人への就職が
多い。自営する人がいない。

40－⑤ 男 妻が強め 農業では、時間＾の融通がきく
昔は親戚などが集まって手伝ってくれて
いた。

60－④ 男 農業は夫、子育ては妻
農業は自由度が高いが、ハイリスクハイ
リターンと感じる

無花粉のユリを栽培。

40ー⑥ 女
妻。しかし夫の協力が
あってこそ

自分の時間を作りやすい。他の人と同じ
空間を共有できる。学校のボランティア
などに行きやすい

楽しいことが多く、やりたいことがどん
どん増える。それなりに稼げている。3K
のイメージを変えたい。
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40代

50代

60代


